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美唄湿 原の メタン フラックス に関与する微生物群の 解析

。林 瑞樹
12
、成廣 隆

且

、堀 知行
1
、永田 修

3
、松山 英俊

2
、湯本 勳

1
、鎌形 洋

一 l

l
産総研ゲノム

、

2
東海大生物 哩工、

3
北農研

E

【目的】寒冷地に広く分布する泥炭湿地帯は、地表で 固定されてい る総炭素量 7）約 3分の 1に相当する 180〜455 ×loiS

g−C を貯留しn ・ると言われて い る 。 湿地帯由来の 大気中メタン ガス は 約 30％と推定され て お り、そ の 放出蟲 ま今後予

想される気候変動に よっ て増加する可能腔が指摘されて い る。しか し、その 直接の 担い 手である微生物群集の 動態を

充分に把握して い るとは言い艱 ・

。 そこで本研究で は、北海道の美唄湿原を対象とし、メタン の酸化と生成に関与する

微生 物群集の多様 1生を解析した。

【方法】美唄湿原から土壌試料を採 取し、DNA を抽出した。好気性 メタン 酸化遣伝子iPmoA）、および古細 菌の 16S

rRNA 遺伝子を標的としたプライマ ーセ ッ トを用い て PCR を行い 、クロ ー
ン ライブラリを構築した。各ライブラリの 約 40ク

ロ
ー

ン に つ い て塩基配列を解析した。

【結果】メタン酒劉匕遺伝子 pmcnt を標的としたクロ ーンライブラリ解析の 結果、　74°

／。の クu 一ン が MetiPilomOtZty属細菌、

23％が 漉 吻め鄭 属細菌に由来する遺伝子に近縁で あっ た。 この結果から、 Type　Iの好気1生メタン醗 匕細菌が本湿原

にお けるメタン の 消費に重要な役割を果たして い ることが 和 麩 れ た。また、古細菌の クロ ー
ン ライブラリか らは 22個の

σru が得られ、協   轍 伽 pか伽 ，　Aimohactentlln ，　Mtlhauasaetq　Mathaaoscncim属などに近縁の クロ

ーン が検出され、多様なメタン 生成古細菌が本湿原に おけるメタン 生成に関与して い ることが示唆された。
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TR2 株の 脱窒特［生および活性汚泥との 混合培養における生残性の検討
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TR2 椈 ま、その 脱窒活 1生が酸素による抑制や 阻害を受ける程度が低い とい う特徴を持つ 。この

優れた特徴を廃水処理 に応用するため、廃水処理環境を模した条件で 以下の検副を行b た。まず、TR2 株 の 紅髀焙養

系で の 脱窒および 生育の 特 1生を明らか にした。 次に 、
TR2 と活園弓泥との 混合系に おける生殘陸を検討した。

TR2株の 脱窒は、他の細菌より（1）活性が高く誘導時間力糎 い 、（2）亜硝酸 乃毒駐へ の 耐i生、（3Mtt　CYN 比、亜硝酸を基

質とするような悪条件で もN20 を発生しにくく、完全脱窒を行う、などの 優れた特 1生が明らかとなっ た。また、酸翼呼吸条

件／脱窒（硝酸呼吸〉条件で の 生育を比較したところ、TR2 株は他の 脱窒菌と比較して相対 的に脱窒条件で の 生育能

が最も優れて い た。

活 b型弓泥との 混 合系における生残 性の 検討 ま、 好気条件下、もしくは脱窒条件下で集 積培養により評価した。TR2 株

の 定量は、m2 特異的なプライマ
ー

を利用し、リアル タイム PCR 法で DNA の コ ピー
数を測定した 。 そ の 結果、好気条

件 で はコ ピー
数が減少して い るの に対し脱窒条件で は維持されて い た。その 中でも、特に亜硝酸での 生存率が高く、

脱窒条件の 方が TR2 の活園弓泥中で の 生存に適してい るこ とが 示唆された。

以 上 の 事か ら、TR2 株は 硝酸呼吸の 能力を進化させ
、 生存競争に対処した腱 豊の エ キス パ ートで あると結論1寸けられ

る。加えて、廃 水処理へ応用するためには、硝化工程よりも脱窒工程を長くし、亜硝酸型硝化の ような運転を行うこ とで

能力を引き出せ る可能1生が示 唆された 。
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